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営業外費用及び特別損失の発生、平成 24 年３月期第２四半期連結累計期間の 

業績予想値と実績値との差異並びに通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
平成 24 年３月期（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日）第２四半期において計上する営業外

費用（為替差損）及び特別損失（投資有価証券評価損）、平成 23 年８月 10 日に公表しました平成 24
年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異並びに平成 24 年３月期通期の連結業

績予想修正に関しまして、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
１．営業外費用（為替差損） 

昨今の急激な為替相場の変動により、平成 24 年３月期第２四半期連結会計期間（平成 23 年７月

１日から９月 30 日まで）において、為替差損として 187 百万円を営業外費用に計上いたします。

したがいまして、当第２四半期連結累計期間（平成 23 年４月１日から９月 30 日まで）における計

上額は 312 百万円となります。 
なお、これは平成 24 年３月期第２四半期末時点での為替相場による換算額であり、平成 24 年３

月期第３四半期末及び期末の為替相場により、為替差損の額は変動します。 
 

２．平成 24 年３月期第２四半期における投資有価証券評価損 

平成 24 年３月期第２四半期連結会計期間（平成 23 年７月１日から平成

23 年９月 30 日まで）の投資有価証券評価損の総額（＝Ａ－Ｂ） 
179 百万円

 
(Ａ)平成 24 年３月期第２四半期連結累計期間（平成 23 年４月１日か

ら平成 23 年９月 30 日まで）の投資有価証券評価損の総額 
179 百万円

 
(Ｂ)直前四半期（平成 24 年３月期第１四半期）連結累計期間（平成 23

年４月１日から平成 23 年６月 30 日まで）の投資有価証券評価損

の総額 
―

※四半期における投資有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 
※当社の決算期末は、３月 31 日です。 

 
 

 

tagaya
FASFマーク



３．業績予想値と実績値との差異並びに業績予想の修正 

(1) 第２四半期連結累計期間（平成 23 年４月１日～９月 30 日）の業績予想値と実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益
四半期純利益 
又は純損失（△） 

１株当たり

四半期純利益

又は純損失（△）

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 23 年８月 10 日公表） 

百万円

12,800 
百万円

300 
百万円

170 
百万円 

90 
円 銭

4.50 
今 回 実 績 （ Ｂ ） 13,197 310 7 △250 △12.52 
増   減   額（Ｂ－Ａ） ＋397 ＋10 △162 △340 ― 
増       減       率（％） ＋3.1 ＋3.6 △95.5 ― ― 
（ご参考）前年同四半期累計実績 
（平成 22 年４月１日～９月 30 日） 14,210 917 617 484 24.24 

 
(2) 通期（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日）の連結業績予想の修正 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 23 年８月 10 日公表） 

百万円

27,500 
百万円

1,350 
百万円

1,220 
百万円 
720 

円 銭
35.99 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 27,500 1,050 670 250 12.50 
増   減   額（Ｂ－Ａ） ― △300 △550 △470 ― 
増       減       率（％） ― △22.2 △45.1 △65.3 ― 
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 3 年 ３ 月 期 ） 27,129 1,306 955 586 29.33 

 
(3) 理由 
イ）当第２四半期連結累計期間 

売上高及び営業利益につきましては、東日本大震災後激減した自動車生産の急回復に伴い車載

通信機器セグメントの減収幅が予想より縮小したこと、スマートフォン向け製品の受注増などに

より無線通信機器セグメントが大幅な増収となったことなどにより、予想値を若干上回りました。 
経常利益につきましては、急速な円高進行に伴う外貨建て資産の評価損等為替差損 312 百万円

の計上などにより、予想値を大幅に下回りました。 
四半期純損益につきましては、株価下落に伴う投資有価証券評価損等特別損失の計上などによ

り、250 百万円の損失となりました。 
ロ）通期 

通期の業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の実績、タイの大洪水による自動

車メーカー等の部材調達・生産の混乱・停滞の影響、為替相場動向などを勘案し、上記(2)のとお

り修正いたします。 
なお、今回修正予想の前提となる為替レートにつきましては、１米ドル＝75 円（前回予想時：

１米ドル＝80 円）に修正しております。 
 

（注）本資料に記載の予想数値は、公表日現在入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、今後様々

な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
以 上 


